
アパレル設計～パターンメーキング（型紙製作）：  

製品イメージの具現化 

 

職務遂行のための基準 

 

（シルエットの確認と提案） 

○ デザイナーの描くコレクションテーマ、シーズンカラー等の考え方やイメージを読みとり、デザイ

ナーと同じ感覚で流行やシルエットを把握している。  

○ シルエット実現に向け、どのような工夫を行えばよいかデザイナーに提案できるようパターンの質

を理解している。  

 

（製図） 

○ デザイナーの説明及び細部に関する要望をもとに、デザイナーのイメージを正しく解釈するために

周囲の意見も参考にしながら、身頃、えり、そで、スカートなど単一アイテムまたは数アイテムの

パターンの製図を行っている。  

○ パターン作成にあたっては、チーフパターンメーカー等の指示を受けながら、デザイン画に表現さ

れたシルエットを具体化するために、フラットパターンメーキング、ドレーピング、または両者の

併用か適切な方法を選択している。  

○ 自社内のバックパターン利用の指示があればそれを利用し、デザイナーの意図したデザイン表を忠

実に反映する製図を行っている。  

 

（立体裁断・トワルチェック） 

○ 単一またはいくつかの担当アイテムについて、デザイナーが考える生地と近い素材または同様の厚

さの生地を適切に選定し、デザイナーに見やすい形で立体に組み立てている。  

○ 通常用いられる トワルチェック用の生地では仕立て上がりの状態が確認できないデザイン・生地の

仕様である場合に、実際の生地を用いて必要な範囲での部分縫いを行うなど臨機応変の対応をして

いる。  

○ 単一またはいくつかの担当アイテムについて、立体組み立て後、意図したデザインの表現となって

いるか、素材特性を活かしたものとなっているか、無理なパターンとなっていないかなどの観点か

ら確認を行い、必要に応じて修正を行っている。  

 

（サンプル縫製仕様書作成） 

  サンプル製造現場へ発注する仕様書について、意図したデザイン表現が伝わるよう、主要部位の寸法

や注意事項を書き込んだ製品図、パターンの縮尺図、各部位の詳細な寸法、裁断法、仕立て方法、使用

する針や糸、付属品、パッドなどきめ細かな指定をモレ無く書き込んで工場へ伝えている。  

○ サンプル製造現場からの問い合わせには、迅速・丁寧・具体的に説明を行い、必要に応じて、上位

役職者の判断を仰いでいる。  

 



（サンプルチェック） 

○ 単一またはいくつかの担当アイテムについて、作成されたサンプルが仕様書通りに出来上がってい

るかの確認を行っている。  

○ 問題があれば上司やデザイナーと相談して修正にまわしている。  

 

（生地品質・可縫性検証及び附属発注） 

○ 品質試験成績記録書の記載内容を理解し、仕入れた生地の品質を確認している。  

○ デザイナーが決めた生地について、実際にそれを縫ったらどのように仕上がるか、その生地に（合

った縫い方であるか、洋服としてきれいに見えるか、といった点に留意して検証している。 ） 

 

サンプル作成に必要な付属品（裏地、芯地等）を、サンプル作成スケジュールのなかで迅速に発注手配

している。  

 

（必要な知識） 

1. 婦人子供服の種類に関する知識  

2. 着装に関する知識  

3. 繊維の種類、特徴及び用途に関する知識  

4. 織物の種類、組織、用途及び加工方法に関する知識  

5. 編地及び不織布の種類及び用途  

6. 縫糸の種類及び用途に関する知識  

7. 附属材料の種類及び用途に関する知識  

8. 色彩の用語、流行に関する知識  

9. 安全衛生に関する知識  

10. 婦人子供服商品アイテムの特徴に関する知識  

11. 製造工程に関する知識  

12. 人体の構造、体形に関する知識  

13. デザイン技法に関する知識  

14. パターンメーキングに関する知識・ スローパーの製作（ドレーピング、ドライティング）・ デザ

インパターンの製作・ 工業用パターンの製作・ グレーディング  

15. 作業指示書に関する知識  

16. マーキング方法に関する知識（配置、地の目、柄、所要量の見積）  

17. 縫製の方法に関する知識  

18. 製品検査に関する知識  

19. アパレル用コンピュータの種類、用途及び使用方法に関する知識（パターンメーキング、グレーデ

ィング、マーキング、カッティング、グラフィック、パターンシーマー）  

20. 製造に使用する機械及び器工具の種類及び使用方法（延反機、裁ちほうちょう、丸刃式裁断機、縦

刃式裁断機、バンドナイフ式裁断機、ダイカット、自動裁断機、その他の器工具、工業用ミシン、

アイロン、バキューム台、製図用具）  

21. 婦人子供既製服に関する日本工業規格に関する知識  

22. 家庭用品品質表示法に関する知識 


